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日本は、高度成長期から現在に至るまで経済的豊かさを実現してきました。

それに伴い、人々の生活レベルも向上し食も豊かで贅沢になりましたが、その一方で豊かさとは裏腹に、食の危険が謳われるようになり人々の心にも影が差し、鬱などの症状を訴える人や自殺者も格段に増えています。この期間は「失われた２０年」とも言われ、今、人々は･･･その失われた物に気づき、失われる前の心や体を取り戻そうとしています。その事を象徴しているのが、現代の健康ブームに伴うスポーツジムの店舗拡大、ヨガ人口増加、体に癒しをもたらしてくれる種々のマッサージ店の増大、また、様々な占いやカウンセリングに心の癒しを求める人々が格段に増えていることです。
この世の中の動きに沿うように、人々の食に対する意識も健康志向へと変わっており、数年前では予想できなかった「塩専門店」や、塩を調味料以外の用途として販売するお店が市場に姿を現し、マーケットでも大きな注目を集めるようになっています。
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· 具体的実例として

1994年（平成6年）7月18日設立の株式会社パラダイスプラン様が“海のそのままを、そのままに”のキャッチフレーズで発売した「雪塩」という製品は発売当初、沖縄県・宮古島のごく一部の売り場でしか販売されていませんでした。しかし、その後、上記で述べたように、世の中の現状に沿うように売り上げを伸ばし市場を広げ、現在では塩屋（まーすや）という世界の塩を取り扱う、塩専門店の経営をするに至っています。そして、当初、雪塩という塩だけの販売から塩を使った様々な石鹸を発売（雪塩ちんすこう・雪塩ラスク・雪塩石けん、ｅｔｃ．．．）し、現在では「世界の雪塩」と言われる程に成長しています。また、前に挙げた「塩屋（ま～すや）」は東京スカイツリーの名所となっている「ソラマチ」に出店しており、かなりの集客を実現しています。
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また、市場でも人気の雑誌“OZ　magazine”の最新号は「今のあなたに必要なもの沖縄」と題して沖縄諸島（宮古島を含む）特集を保存版として出版しており、南の島がもたらす癒しパワーにスポットを当てています。そして、掲載内容の中に“塩サイダー”などの商品紹介もされていました。
これまで述べてきたように、塩専門店が関東圏の観光地でこれほどの集客を見せているという事は、人々が「塩」というとてもシンプルな物に対し、こだわりや癒しに加え、ミネラルや海のパワーを秘めた自然の力を求め、健康になりたいという想いを持っている事を裏付けることができます。
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Ⅰ｡Ⅱで述べたように、現マーケットにおいて「塩」自体に人々の関心が高まり需要も拡大化していることは明白です。ここで、満月のパワーを秘めたミネラルたっぷりの塩と、その塩を使用して生み出された製品の商品展開を提唱する「なないろブランド」が、現マーケットにおいてどれくらいの需要を満たせるかを検証しました。

①.「塩」そのものを直接体に取り入れる為には料理に使用する事が一般的ですがそれ以外の方法で、もっと手軽に楽しみながら、しかも体に害を及ぼさない食品や製品を･･･と考えて生み出されたものが「なないろブランド」です。

なな福塩を誰でも気軽に口にする事ができ、子供から～お年よりまで～を考え生み出された商品は、塩こんぶ・もなか・クッキー・ロールケーキ・ようかん・石けん・お守りといった豊かなバリエーションで幅広い客層をターゲットとし
多くの方に手にとって頂き、美味しいものを食べながら健康になって喜んで頂きたいという想いがコンセプトとなっています。
②.　①に加え、虹をモチーフに宮古島の自然や宮古島に生息する花の「花言葉」

や、人体のエネルギーの通り道と言われているチャクラの色とを掛け合わせ
生み出された７人の使者も「なないろブランド」の特異性です。更に、まるで
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おとぎ話のように夢のあるストーリー展開で７人の使者に使命を与え、ストレス社会と言われる現代を生き抜く人々の心や体に癒しを与えたい･･･という想い～。また、７人の使者の名前は自分自身が試練や困難を乗り越えたり克服する時に“実行したもの”や“必要だった想い”をキーワードとして命名し、誰もが人生で直面する試練や困難に負けず、元気を取り戻して欲しい！という想いが～交じり合い大きなコンセプトとなっています。
③.　①、②ふたつのコンセプトを大きな柱として誕生した「なないろブランド」は“塩”自体に関心が高まり需要も拡大化している現マーケットにおいて、人々を体だけでなく、心まで癒し元気にする商品として大きな需要が求められと確信します。
　
④　“塩”だけを販売する会社・店舗は多数存在し、塩を使用した製品を販売している会社（例：雪塩など）も若干存在しますが、①②で述べたようなコンセプト両方を兼ね備えたブランドは現時点では他に存在していません。
5 昔から日本で万人に愛され続けている「七福神」。福の神様として多くの
人々から信仰を集めています。そして、その七福神をモチーフとした商品はヒット商品になりやすく、町を歩いていても「七福神」に関わる商品を目にすることも多いです。

例：「七福神あられ」⇒幸煎餅・前橋本社を始め、銀座本店、その他２２店舗に及ぶ出店。誰にでも愛される「あられ」としてロングセラーヒット商品となっています。この商品も、手に取るだけでなんとなく幸せになり癒される感のある商品です。
ただ、七福神という言葉やキャラクターイメージが、子供や若い女性にとってなじみ難いといった点は否めないと思います。わかり易く言えば、ご年配向きのメージですね。これに対し、なないろブランドの「7人の使者」は子供や若年の女性にも違和感なく馴染んで頂ける“大人かわいい”イメージで現代にとてもマッチしていると言えます。
以上、①～⑤において検証した結果、なないろブランドは現マーケットにおい
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て十分な需要があり、他に類をみないコンセプトを持ったブランドだと言えると思います。また、私自身が、このブランドの一番のファンであり、７人の使者は自分の分身のように感じています。直接私が多くの人を癒したり励ましたりする事はできませんが、使者たちが私の代わりとなって私の想いを運び～

多くの人に笑顔になって頂き、「なないろブランド」が多くの方から愛される
商品になることを信じています。
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